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ンソフトを用いて作成したフォーマット（縦向き･横

向き）を配布し、そのフォーマットをもとに、意見

広告を構成する｢キャッチコピー｣｢サブコピー｣｢ボ

ディコピー（本文）｣を各自で考え、作品を仕上げて

いった。

　プレゼンテーションソフトを使用した理由は、考

えの深まりに応じて加除修正を行うことが可能であ

ることに加えて、字体や文字の大きさ・色を自在に

変えられること、イラストや写真などの挿入が容易

であり、さらに作品の完成度が高まることで、子ど

もたちの達成感が得やすいことなどが挙げられる。

　また、イラストや写真の使用にあたっては、著作

権や肖像権への配慮を指導する機会をもつことがで

きる。情報モラルに対する理解を深めるという点でも、

プレゼンテーションソフトを利用することのよさが

あったとふりかえっている。

３.  おわりに

　今回のような発信活動に広げる授業づくりは、他

の単元においても適用可能である。過去の実践では、

米づくりの大切さを伝えるために下級生を対象とし

たポスターセッションを実施したりしている。今後も、

学習を通して培った社会認識を発信する場を提供し

ていきたいと考えている。

１.  はじめに

　2020年度に全面実施される新学習指導要領にお

いて、社会科では｢考えたことを表現する力｣が重

視されている。今後は問題解決的な学習プロセスの

中で、様々な情報を関連づけながら再構成した自分

の考えを発信していく授業づくりが求められるだろう。

２.   実践例

　5年生の｢私たちのくらしと情報｣では、メディア

と情報ネットワークについて学習する。前者におい

ては新聞やテレビ、後者においては医療･福祉や防

災のネットワークが題材として取り上げられている。

これらの学習を通して、メディアに携わる人々の努

力や工夫、情報ネットワークの仕組みや社会に与え

る影響などを学んでいく。情報社会との正しい付き

合い方は、子どもたちだけでなく、私たち大人も必

要とされることである。

　そこで単元の導入では、ネット依存や個人情報の

漏洩などの情報社会にかかわる問題をいくつか取り

上げ、保護者や地域の大人を対象とした意見広告の

作成をめあてとして設定した。また、メディアや情

報ネットワークの実例については、児童がより身近

に感じられるよう、阪神圏の例を主に取り上げるよ

うにした。具体的には、新聞の例では兵庫県での購

読者が多い神戸新聞を取り上げた。同様に医療ネッ

トワークに関しても、｢h-Anshin（阪神）むこねっ

と※｣を扱った。

　メディアや情報ネットワークに関する学習を終え

たあとに、情報社会との付き合い方について考えた

ことを紙面広告にして校内に貼り出すことにした。

広告の作成にあたっては、教員がプレゼンテーショ

▲画像は児童の作品。背景の画像は削除している。
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※2015年から運用を開始した，阪神間７市１町の医療情報ネットワーク。


